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9◎建 築 物
9-2.家の建て方
家はヨシ (サルキ sarki)で葺 く｡
居間は板床でその上にキナ 豪inaを敷いた.キナはボブケ キナ popkekinaという幅の厚
い草で編んだものを使った｡ヤヤン キナ yayanki,naで編むこともあるが弱くてすぐにポロ
ポロになる｡キナは夏に刈って､翌春に編む (イテセ itese)(3-2-1参照)0
9-3.家屋の内部構造
9-3-1｡屋内の配置
家の入り口には物置のモセム m6semがある｡モセムには背負って来た (こシケ niske)節
がいっぱいに置いてある｡長い薪はモセムに置けないので家の前の庭に互いによりかけて丸くし
て縛り､立てて (ロシキ roski)置いておく(｢長いのを選んで立てなさい｡｣ボンノ タンネ
ワ オカイ ニ アムケ ワ ロシキ ャン ponnotannewaokayniamkewaroskiyan)0
wakkaontaro
戸口は外からモセムへ入るためのモセム アパ m6semapaとモセムから屋内への入り口(チ
セ アパ ciseapa)がある｡戸口はともに幅三尺くらいである｡ススキ (キムン k言mun)で
編んだアパオロツペ apaorotpeのアブッキ aputkiがかけてある｡
窓は神窓 (ロルンプヤラ rorunpuyar)とイトムンプヤラ itomu‡lpuyarと空窓 (エ トウポ
ク etupok)の三つしかなかった｡ヨシ (サルキ sarki)で編んだアブッキがかけてある｡イ
トムンプヤラは左座にある窓 (オハリキソ ウン プヤラ oharkisounpuyar)のことだ｡
神窓から見て右側をシーソ siso(右座)といい､大きな家では､着座の後方に大人が寝るト
ウムプ tumpuという部屋を作った｡ トウムプには草 (ムン mun)が敷いてあって､その上に
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アブッキ､さらにキナが敷いてあった(ムン カシケ ペカ ソ ア カラ munkasikepeka
soakar)｡床が板敷きになった後も以前のように草を敷いただけだったので､床面から一段低
くなっており､飛び降りて入った記憶がある｡トゥムプの中には(トウムプ オシケ ペカ tumpu
oskepeka)ェカシ､フチの衣類と､よそ行きの衣類を入れてあるケトゥシ ketusを置いてお
く｡
奥さんは､シーソの下手に座 り､後方に高さ50cmくらいのス-サン sGsanと呼ぶ棚を作るo
この棚の上に鍋を置いておく｡流しはなかった｡この棚の下に丸太をのこで上下を切っただけ
の高さ4､50cmくらいのイタタニ itatani(まな板)を置いた.イタタ二は大小二種類あり､
何でもこの上で調理する｡大きなイタタ二はチタタブ citatapを作る時などに使用する｡小さ
なイタタ二は炉ぶちでわずかのチタタブを作る時などを持ち運びする時に便利である｡イタンキ
itankiなどの食器は洗ってヨシで編んだ寵 (ルサ シントコ rusasintoko)に入れス-サンの
上の梁からつるしておく｡
また､ス-サンのそばに置き水用の樽 (ワクカ オンタロ wakkaontaro)が置いてある｡
シサム slsamのものと同じであった｡やがて代 りに6斗のかめを使うようになった｡冬はお湯
を入れなければ凍るのでたいへんだった｡音は､がんぴ(樺皮)で作ったカクコム kakkom(図
11参照)で水樽から水を汲んだ｡その後､バケツで水を汲むようになった｡
上座の右側 (オシソウン osisoun)には宝壇 (イヌマ inuma)があり､厚さ3寸､幅6､
70cmの厚い板 (イロンネ イタ ironneita)が敷かれ､その上にシントコ sintokoが並び､
シントコの上に酒鉢 (パッチ patci)や酒を注ぐ (イオマレ iomare)時に使う片口 (エ トウ
ニプ etunip)が載せてある｡そのイヌマの上の壁にはチセ イナウ Ciseinaw (家の守り神
でタンネ カムイ tannekamuyをかたどったイナウキケ inawkike)が刺してあった｡
チセ イナゥをその家のエカシ ekasの一代のイナゥがすべて刺している｡春秋のカムイノ
ミ kamuynomiのたびに一本ずつ増えていく｡即ち､一年に二本ずつ増えていく｡エカシが亡
くなった時､チセ イナウは､子孫に祖印 (エカシイトクパ ekasitokpa)を残すために一本
だけ(シネ イナウ Sineinaw)残し､あとは葬る前にすべて｢収める｣(オブニカ opunika)
(｢祭壇に運び祭壇で送る｣メサ オレン ア ルラ メサ オッタ アン オブニカ nusaoren
aruranusaottaanopunika)0
9-3-2.炉とその周辺
炉の上に梁 (イテメこ itemeni)からシナの木の皮のひも (クベルケプ kuperkep)でぶら
さげられている火棚をパラカ parkaという｡ トウナという言葉は知らない｡
火棚の下手の方 (オウサルン ousarun)には濡れた靴 (ケル ker)､脚半 (ホシ hos)､わ
らじ (ウシぺ uspe)などを干す｡上座の方 (オロルン ororun)には肉 (カム kam)や魚
(チェプ cep)などを干す｡肉を干す時､少し濡れた薪 (ボンノ ティネ ニ ponnoteyne
ni)をくべると煙がでてはえを追い払う (モス オケウェパ mosokewepa)ので良い｡
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コルチはよく次のようにひとり言を言って､肉を火棚にあげていた0
｢この肉はまだ乾いていない､まだ生だから､上座寄りの火棚にすこし置いたけれど､まだ
生のようだ｡この肉まだ生なので､乾いてないとはえがたかるからここに置こう｡まもなく乾
くよ｡(オロルン バラカ ペカ ボンノ ア アレ コロカイ ナア フプ ネ テク アナ
クネ ナア タン カム フ クス ソモ サッ エアイカプ クス モス コトイセ ナンコ
ロ クス タアン タ アナマ｡ イルカイ タン パラカ タ ア サッケ｡ ororunpaTka
pekaponnoaarekorkay,naahupnecikanaknenaatan汝amhukususomosateaykap
kusumoskotoysenankorkusutaantaanama.irukaytanparkataasatke.)｣
こうじを作る時にも火棚にあげておいた｡
火棚の下には鍋かけ(スワッ suat)が下がっている｡鍋かけは､三本あり､使わない鍋かけは
上座寄りにずらしておく｡大鍋をかける時､鍋かけを二本同時に使う｡鍋の紐 (ス アトウフ
suatuhu)を二本の鍋かけにかけて使う｡
鍋かけの自在かぎの紐をスワッ アトウフ suatatuhuというシナの木の皮 (クケルケプ)を
なって (エハリキカ eharkika)結び目 (ウコウピテ ukoupite)を三つ作る｡(図版16参照)
図20.自在かぎの仕組み
〔本別 沢井 トメノ氏〕
9-3-3.火の神
神への祈り(カムイノミ kamuynomi)をするとき､炉に立っているアペウテ ィナウ apeuCi
inawという大きなイナゥ(オンネ イナウ Onneinaw)の他にアペウチ ボン イナウ aPeuCi
poninawという小さなイナウを5本 (アシクネ ポン イナゥ asikneponinaw)立てる｡
その上に(カシケン kasiken)酒粕(シラリ sirari)を載せる｡火の神(アペウチ プチ apeuci
huci)｣は何といっても｢神に祈りを伝える 火の神(ソンコ コロ クン アペウチ フチ sonko
korkunapeucihuci)｣だから､-から十まで責任がある.だから､シラリを捧げるのだo潜
をこした後のいい酒粕は杯 (トウキ tuki)にとっておいて (イヌムケセ ピリカ シラリ ウ
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ク ワ アマヤナニ inumukesepirkasirariukwaamayanani)､それを火の神に捧げる｡
エカシたちはカムイノミする時､火の神のイナウに酒粕を捧げる(エカシ ウタラ カムイノミ
コロ アペウチ ボン イナウ シラリ コレ ekasiutarkamuynomikorapeuciponinaw
sirarikore)｡酒箸(イクパスイ ikupasuy)も人間が述べた事を火の神(アペウチ カムイ apeuCi
kamuy)やイナゥに伝え､さらに､火の神やイナウが神々に伝える｡
〔本別 沢井 トメノ氏〕
9-4.家屋の外部構造
家の北東方向に10間ほど離れたところに熊穫 (セッ set)がある｡あまり近すぎると熊の臭
いがする (カムイ フラ ユプケ kamuyhGrayupke)から離しておく.
嫁いだ先の沢井の家のメサ nusa(メササンとは言わない)は家から60間ほど離れた所にあ
った｡幅が10間もあったOヌサの柳が根づいていかにも神様のいる雰囲気だった｡ヌサは一番
近 くても神窓 (ロルンプヤラ rorunpuyar)から20間離れていた｡ヌサを他所に移す事をトウ
クテ tukteという｡メサはよそに移すものではないと言われていた｡
食べ物を入れる倉をイペプ ipepuという｡
〔本別 沢井 トメノ氏〕
9-5.猟小屋
猟小屋をカシコツ kaskotという｡屋根は三角屋根で トド松 (フプ bup)を逆さにして積み
あげていき横木 (サクマ sakma)でとめる｡頂上は柔らかい松を曲げて､屋根が交わる所か
ら雪が漏れないようにする｡松を留める時に使う紐はぶどう蔓の皮(ハツプンカラ hatpunkar)､
シナの木の皮 (クベルグプ kuperkep)､ニレの木の皮 (アソピゥ asopiw)を用いる｡
入り口に開き戸 (アブシタ apusta)がついている｡木枠にトド松の枝 (フブタッ huptat)
を編んでいく(テセ tese)｡木枠は横棒を二本渡し､三段になっていて下の段からトド松の根
を上にして編んでいく｡最後になたで切って(タゥケ tawke)そろえる｡杓の方は編まないし､
そろえなくてもよい｡開き戸を上手に作ればどこに戸口があるかわからないほどである｡
昔の男の人は十勝から阿寒などへもまたぎに行った｡そんな時大きなカシコツを作り､トド松
の枝を敷いて寝た｡十勝から北見に行き､カシコッをつくったら､十勝の人も北見の人も使える
ようにしておく｡皆助けあったものだ｡
図21.猟小屋の概観
〔本別 沢井 トメノ氏〕
